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表 1 市場財 (広義の商品)の諸形態
形態区分 市場価 値 価 格 数 量 売 買 主 体供 給 者 需 要 者
商 品(狭義) 生 産 物 財(消費財) 商 品Hhi Pi Qqi 企 業 家 計
要 素商 品 労 働 サ ー ビ スHWhi Pwwi Qwqi 家 計 企 業
資 本 実 物資 本 投 資 財Hkhi Pki Qkqi 企 業(実物資本) 企 業(実物資本)
金 融資 本 金 融 商 品 Pm Qm 金 融 校 閲 企 業Hm 企 業 金 融 機 関hmi Pmi qmi 家 計 家 計





































































































区 分 要 素 価 値 要 素 価 格 数 量 利 用 者
労 働 賃 金 ､ 所 得 賃 金 率 Qw 企 業Rw γW
rwi γwi qwi
資 本 実 物資 本 収 益 ､ 利 潤 収益率､利潤率 Qk 企 業
Rk γk
rki γki qki
金 融資 本 利 子 ､ 金 利 利子率､金利 Qm 企 業家 計Rm ㌍一
rmi γmi qmi
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(8) ケイソズが資本資産の供給価格 (-Supply Price
oftheCapital-Asset)と呼んだものであり､そ
の影響から供給価格という語句が多用された｡しか
し,明らかにIntensiveとしての価格ではなく､
Extensiveとしての価値である｡
(9) ケインズは資本主義経済における期待要因を非常
に重視した経済学者であり,投摸(Speculation)に
ついても鋭い考察を行ってし､るOたとえば､ F一般
理論』第12童Ⅵにおいて次のように述べている (原
文のまま)｡
Speculatorsmaydonoharmasbubbleson
asteadystreamorenterprise.Buttheposition
isseriouswhenenterprisebecomesthebubble
ona whirlpoolofspeculation.Whenthe
capitaldevelopmentofacountrybecomesA
by-productoftheactivitiesofacasino,the
jobislikelytobeill-done.Themeasureor
successattainedbyWallStreet,regardedas
an institution orwhichtilepropersocial
purposeistodirectnewinvestmentintothe
mostprofitablechannelsintermsoffuture
yield,Cannotbeclaimedasoneoftheouト
standingtriumphsoflaissez-fairecapital-
ism- whichisnotsurprlSlng,ifIamright
in thinking thatthebestbrainsofWall
Streethavebeeninfactdirectedtowardsa
differentobject.
今日､アメリカの経済的地位は低下し､代わって
東京がニューヨークを凌ぐ国際金融市場となりつつ
あるO東京が投機の中心的市場となり､正常な企業
活動を阻害するはかりでなく､世界経済の混乱の振
源となるのであれは重大な問題である｡
80)東京q)土地においてどの程度の投校が生 じている
かについては､土地の収益性をいかに評価するかと
いう問題があり､投機を定量的に分析することはか
なりむづかしい｡したがって.土地投校を定量的に
分析したものは少ないが､野口悠紀雄氏はある仮定
の下にオフィス用地と住宅用地の両方について理論
地価を算出し.実勢価格との兼鮭を指摘してし､る｡
それによるとオフィス用地､住宅用地の両方につい
て実勢地価は理論値を大幅に上回っており､投機の
発生を裏付けている (F週刊東洋経済』, ｢近代経
済学特集号｣No.77.昭和62年11月)Oさらに野口氏
は､この分析を基に地価対策として ｢固定資産税の
大幅引き上げ｣などの政策的提言を行っている(Fエ
コノミスト』昭和62年11月10日号)｡この提言には
一理あるが.土地が担侠物件として金融資本と結び
ついているわが国にあっては､土地政策は複眼的視
点で行うべきで､へたをすると ｢角をためて牛を殺
す｣ことになりかねなし､むづかしし､問題が存在する｡
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